
  

 

日本高等教育学会 第 28 回大会 

大会プログラム 
（2025 年 5 月 27 日版 ver.3） 

 

 
2025 年 5 月 31 日(土)・6 月 1 日(日) 

会場： 九州大学伊都キャンパス イーストゾーン 
 

 

 
 

   

 

 

 

The 28 th Annual Meeting 



  
 



 1 

目 次  

 

ごあいさつ（第28回大会実行委員長 木村 拓也）‥‥‥‥‥‥‥‥ 2 

大会日程 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 

大会参加のご案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4 

発表者へのお願い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7 

司会者へのお願い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8 

会場へのアクセス ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9 

第28回大会 対面会場 全体配置図（九州大学） ‥‥‥‥･･…‥‥‥ 14 

会場一覧 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16 

学会会場 配置図 （教室棟） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17 

会場別プログラム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18 

自由研究発表（一般発表）Ⅰ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20 

自由研究発表（一般発表）Ⅱ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23 

自由研究発表（一般発表）Ⅲ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26 

課題研究 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30 

大会校企画 公開シンポジウム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34 

国際委員会主催企画 ランチミーティング ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35 

 

 

 

 

 



 2 

ごあいさつ 
 

この度、2025年 5月31日(土)・6月1日(日)に日本高等教育学会第 28 回大会を九州大学伊都キャン

パスイーストゾーンにおきまして、人間環境学研究院・教育学部、基幹教育院次世代大学教育開発センタ

ーの協力のもと、開催させて頂くことになりました。2023年秋に大会校のお話を頂いて以来、大会実行

委員会では、参加者の皆様の交流がより一層深まり、新たな知のネットワークが生まれるような学会大会

を目指し、鋭意準備を進めて参りました。 

第28回大会では、18 部会61件の自由研究発表が予定されております。また、国際委員会主催による 

2つのランチミーティングや、前回の大会で再開しました懇親会も開催します。これらの場を通じて、我

が国の高等教育を巡る有意義な議論と新たな交流が生まれることを期待しております。  

5 月 31 日に予定しております学会主催の2つの課題研究では、「学生と大学：学生参画のアプローチ」、

「高等教育の政治化とファンディングの国際比較」と題して、昨年の課題研究に引き続き、大変重要なテー

マが議論されます。  

6月1日は、大会校企画として「大学を開く：学問分野間・組織間・社会へ」を公開シンポジウムとして

開催します。北村隆行先生、佐古秀一先生、内布敦子先生をお招きし、文部科学省高等教育局長の伊藤学司

氏をコメンテーターに、深堀聰子会員をモデレータとするパネルディスカッションを予定しています。学問

分野・大学組織・大学と職業社会の連携を通して大学を「開く」という切り口から、人材育成を担う中核組

織としての大学の機能を強化していく方策について議論することで、日本の大学の未来を構想する手がか

りを得る機会となればと思います。公開シンポジウムは、ウェビナーでオンライン配信も行う予定ですので

必要に応じてご利用ください。  

本大会は、会員のみならず、非会員の方も参加可能としています。大会が開催される本学の伊都キャン

パスは、JR九大学研都市駅よりバスで15分の位置にあります。福岡は、JR博多駅と福岡空港が近接する

非常に交通の便のよい立地となっています。福岡市営地下鉄空港線から乗り入れしているJR筑肥線にあ

るJR九大学研都市駅にも、JR博多駅と福岡空港から乗り換えなくお越しいただくことができます。 

時間が許せば、少し電車にゆられ、太宰府や九州国立博物館等のある歴史ある福岡の街の中で、研究談

義や思索に耽り、美味しい博多名物をお召し上がりながら、有意義な時間をお過ごし頂くことも出来るか

と思います。5 月 15 日(水)まで参加申し込みを受け付けておりますので、是非、多くの方の来福、ご参

加をお待ちしております。  

本大会が参加者の皆様の新しい発見やインスピレーションを得る場となることを願っています。5 月の

学会大会で皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

 

日本高等教育学会 第28回大会実行委員会 

委員長 木村 拓也 
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大会日程  
 

6月1日の（※）は、対面・オンライン併用のイベント（オンライン参加可能） 

無印は、対面会場のみでのイベント 

5月31日（土）  

時間 内容 会場 

9:15 ～ 受 付  学生サロン 手前 

10:00 ～ 12:00 自由研究発表（一般発表）Ⅰ イースト1号館・2号館 

12:10 ～ 12:55 

国際委員会主催 ランチミーティング１ 

「留学生・外国人研究者との交流」     

イースト2号館 

D-107教室 

国際委員会主催 ランチミーティング２ 

「海外での調査や滞在に関する情報共有」 

イースト2号館  

D-106教室 

13:00 ～ 15:00 
課題研究Ⅰ 

「学生と大学 学生参画のアプローチ」               
イーストゾーン 

 大講義室Ⅰ 

15:15 ～ 17:15 

課題研究Ⅱ 

「高等教育の政治化とファンディングの  

国際比較」 

イーストゾーン 

 大講義室Ⅰ 

17:30 ～ 19:30 
懇親会 COOP Main Dining 

（地階食堂） 

（12:05 ～ 12:45  課題研究Ⅰ打ち合わせ：イースト1号館 B-103教室）  

（12:05 ～ 12:45  課題研究Ⅱ打ち合わせ：イースト1号館 B-104教室）  
 

6月1日（日）  

時間 内容 会場 

8:30 ～ 受 付  学生サロン 手前 
9:00 ～ 11:00 自由研究発表（一般発表）Ⅱ 

イースト1号館・2号館 
11:10 ～ 12:30 自由研究発表（一般発表）Ⅲ 

12:30 ～ 13:15 昼食休憩  

13:15 ～ 14:00 
総会（※） イーストゾーン 

 大講義室Ⅰ 

14:15 ～ 16:45 

公開シンポジウム（※） 

「大学を開く 

-学問分野間・組織間・社会へ—」 

イーストゾーン 

 大講義室Ⅰ 

（12:35 ～ 13:10  総会打ち合わせ：イースト1号館 B-103教室）  

（12:15 ～ 14:00  公開シンポジウム打ち合わせ：イースト1号館 B-104教室）	  
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大会参加のご案内 
 

＜大会形式＞ 

九州大学伊都キャンパスイーストゾーンを会場とした対面実施で開催します。総会及び公開シ

ンポジウムのみ、一部オンラインを併用するハイブリッド形式で開催します。 

 

会場 九州大学 伊都キャンパス イーストゾーン 

 

「日本高等教育学会第28回大会参加者用ページ」として、日本高等教育学会が利用しているガ

リレオ社のSOLTIシステムを利用し、日本高等教育学会ウェブサイト( https://jaher-web.jp )

の「会員情報管理システム」からアクセスいただきます。「日本高等教育学会第28回大会参加

者用ページ」は参加者の方々に、第28回大会に関する情報を一元的に提示するプラットフォー

ムであり、要旨集録、課題研究と大会校企画シンポジウムのウェビナーURLなどの情報を掲載し

ます。 

 

＜実施方法＞ 

・ 第28回大会では、「自由研究発表（一般発表）」のみ設けます。 

・ 課題研究は、対面会場での実施を予定しています。 

・ 大会校企画は、公開企画として、対面会場での実施とともに、ウェビナー方式によるオンラ

イン同時配信を予定しています。 

・ 参加申込等の各種手続き、要旨集録の配布等は原則としてオンラインとします。 

・  

イベント区分 対面参加 オンライン参加 

自由研究発表（一般発表） 〇 × 

国際委員会主催 ランチミーティング ○ × 

課題研究 〇 × 

大会校企画 公開シンポジウム 〇 〇 

 

＜大会に関する情報提供・ウェブサイト＞ 

大会に関する情報は、日本高等教育学会のウェブサイト「大会案内」をご参照ください。 

https://jaher-web.jp/conference/28/ 

 

＜大会参加費＞ 

・ 大会参加費： 5,000 円（会員・臨時会員／対面参加共通） 

懇 親 会 費： 6,000円（事前申込制） 

*会員でない方（非会員）も臨時会員として、上記と同じ金額で参加できます。 

臨時会員の方の参加手続きも会員と同様に下記の方法となります。 
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・ 大会参加費の支払いは原則、「大会参加申込システム」上でのクレジット決済となります。

クレジット決裁ができない方は、大会参加費の支払い方法をご案内します。大会実行委員会

までメールでお知らせください。 

・ 大会参加費5,000円について、会員は不課税、臨時会員は税込です。また、懇親会費6,000

円は参加種別を問わず税込です。 

・ 決済完了後の返金はいたしません。 

・ 領収書は「大会参加申込システム」上から PDF ファイルで取得できます。（「大会参加

費」と「懇親会費」とでPDFファイルが分かれています） 

・ 学会大会当日の大会会場での現金による参加費の受付は行いません。 

・ 懇親会終了後、九大学研都市駅までの大型バス（55人乗り）を３台準備いたします。 

・  公開シンポジウム（大会校企画）のみ参加希望の場合は、参加費は無料とします。参加申し   

・  込み時に、「大会参加申込システム」からそのことを選択してください。 

 

＜大会参加手続き（会員・非会員ともに同じ方法です）＞ 

・ 日本高等教育学会ウェブサイト( https://jaher-web.jp )の「大会参加申込システム」に従

い必要事項を入力し、大会参加登録と大会参加費のお支払い手続きを行ってください。  

・ 参加申し込み・参加費支払いの期間は、2025年 2月 1日(土)〜5月15日(木) 18:00 です

(厳守)。  

・ 大会参加の申し込み・参加費支払いが完了すると、ご指定のメールアドレスに受領メールを

送信します。メールが受信できていない場合、手続きが完了していない可能性があります。

必ずご確認ください。なお、クレジット決済以外による参加費のお支払いの場合は、ご入金

確認に2,3営業日程度を要します。 

・ 大会参加費のお支払いが完了した方は、対面会場での大会参加とともに、要旨集録のダウン

ロードと課題研究及び公開シンポジウムへのアクセスが可能となります。なお、自由研究発

表（一般発表）の傍聴は対面参加者のみ可能であり、オンラインでの配信や録画映像の配信

は行いませんので予めご了承の上、参加申し込みをしてください。 

・ 本学会の会員ではない方（非会員）も、臨時会員として大会に参加することができます。 

 

＜公開シンポジウムのみの参加の場合＞ 

・  公開シンポジウム（大会校企画）のみ参加希望の場合は、参加費は無料とします。オンライ    

ンでの視聴も可能です。参加申し込み時に、「大会参加申込システム」からそのことを選択

してください。 

 

 

＜対面会場参加の留意点＞ 

・宿泊は各自でご手配下さい。 

・両日とも、朝に限り、九大学研都市駅から会場までの大型バス（55人乗り）を３台準備いし

ます。詳細については、13ページでご案内しております。 
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・九大学研都市駅から九州大学までの路線バスの本数が少ないことにご注意ください。なお、当

日は、車での入構も可能です。守衛所で入構料300円をお支払いください。 

・福岡市営地下鉄内（姪浜駅まで）は、クレジットカードのタッチ決済乗車サービスが利用でき

ますが、最寄駅である九大学研都市駅は、JR筑肥線の駅（福岡市営地下鉄と相互乗り入れ）と

なりますので、クレジットカードのタッチ決済乗車サービスを利用した場合、下車できませ

ん。クレジットカードのタッチ決済乗車サービスをご利用にならないようにご注意ください

（交通系ICカードは利用できます）。 

・ 対面会場内の食堂は土曜日のみ開店の予定です。近隣の飲食店やコンビニエンスストア等をご

利用ください。 

 

＜対面会場のご案内＞ 

・受付：   学生サロン 手前 

5月31日（土）09:15-17:00  6月1日（日）08:30-17:00 

・クローク： 学生サロン 奥 

5月31日（土）09:15-17:00  6月1日（日）08:30-17:00 

・会員控室： B-102教室 

・大会実行委員会本部： A-105教室 

・書籍等の展示・販売： 学生サロン 中央 

 

＜無線LAN＞ 

・接続方法については各会場で掲示します。会場では、無線LANアクセスサービスを大会参加者

に提供します。九州大学はeduroamの参加機関であるため、eduroamを使用可能です。 

 

＜PC用の電源コンセント＞ 

・各会場に備え付けられている電源コンセントには数に限りがあり、充電設備が十分にございま

せん。各自PCの充電を十分にするなど、予めご準備のほどお願い致します。 

 

＜その他＞ 

・学会年会費：大会会場では、学会年会費の納入はできません。 

・呼び出し：対面会場での呼び出しは行いません。  

・写真・動画撮影の注意：対面参加・オンライン参加ともに、発表者の許可なく写真撮影やビデ

オ撮影（録画）、録音はできません。 

・クールビズ期間のため、環境への配慮の点からも、軽装での参加を積極的にご検討ください。 

 

＜緊急連絡先＞ 

発表者・司会者共に、緊急に連絡が必要な場合（当日欠席の場合など）は、できるだけ早く、

大会実行委員会にE-mailにてお知らせください。 

第28回大会実行委員会 E-mail：g005jaher-taikai@ml.gakkai.ne.jp 
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発表者へのお願い 
 

＜自由研究発表（一般発表）＞ 

・発表時間及び質疑応答 

発表時間は次のように設定しています。 

発表人数 発表時間 質疑応答時間 

１人 15分 5分 

２人 30分 10分 

３人以上 40分 10分 

以下の要領で、時間の目安をお知らせします。 

     【1鈴】発表終了5分前 

【2鈴】発表終了時 

【3鈴】質疑応答終了時 

 

・発表用機械器具 

Ø 発表で使用するPC等の機器は各自ご持参ください。 

Ø 会場には、プロジェクタ（HDMI、15pinVGAアダプタ対応）が備え付けられています。

発表部会開始前に動作確認をしてください。なお、Mac等を使用する場合は、上記のケ

ーブルに接続するためのアダプタ等を各自お持ちください。 

 

・配付資料 

Ø 大会実行委員会によるコピーサービスは行いません。自由研究発表用の配付資料等は、

各自で必要な部数をご用意いただくか、または、QRコード等を通じて電子データを参加

者へご提供ください。 
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司会者へのお願い 
＜発表および質疑応答時間＞ 

・個々の発表の予定時間を超過しないように時間管理をお願いします。 

 

発表人数 発表時間 質疑応答時間 全ての持ち時間 

１人 15分 5分 20分 

２人 30分 10分 40分 

３人以上 40分 10分 50分 

 

・発表者が来ない場合は、その発表は発表取消となります。遅れて来た場合には、該当者の発 

表時間内であれば発表をお認めいただいても構いません。ただし、発表時間の延長は認められ

ません。 

・発表が取りやめになった場合は、時間の繰り上げは行わず、プログラムの時間にあわせて次の

発表者の発表に進めてください。 

 

＜総括討論＞ 

・各部会の最後に総括討論の時間を設けておりますが、その配分時間はそれぞれの部会によって

異なっています。 

・この時間の活用方法は司会者に一任しておりますので、臨機応変に対応していただきますよう

お願いします。 

 

＜発表について＞ 

・発表で使用するPC等の機器は、発表者が各自で持参することとなっています。 

・部会開始前に機器の接続をテストすることをしていますが、司会の方からもこのことを促して

いただけますと幸いです。 

・配付資料は、教室後方に設置します「配付資料置き場」に置くようにしています。 

 

＜会場スタッフ＞ 

・各会場には、サポートスタッフを配置しております。 

・会場スタッフは、部会運営の補助として、タイムキーパーやマイク運びを担当します。 

・会場スタッフは、発表時には、タイムキーパーとして、卓上ベルを用いて時間の目安をお知ら

せします。 

【1鈴】発表終了5分前  【2鈴】発表終了時  【3鈴】質疑応答終了時 

・その他、司会者の先生から会場スタッフへ指示がありましたら、適宜お伝えください。 
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会場へのアクセス 
 

会場：九州大学 伊都キャンパス イーストゾーン 

    住所：〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡744  

    最寄駅：九大学研都市駅下車、バスで約15分 （「イーストゾーン」下車） 

    ＊朝に限り、九大学研都市駅から会場までの大型バス（55 人乗り）を３台準備します。 

     （時刻表は、13 ページに記載しております。） 

    5 月 31日（土）は9時台、6 月1日（日）は 8 時台を予定しています。 

    ＊下記の図の通り、博多駅、天神駅から西鉄バスを利用する方法もあります。   

     

路線図 
 主要駅から九州大学（伊都キャンパス）最寄りの九大学研都市駅までの路線案内です。 
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九大学研都市駅の時刻表 
 最寄り駅・九大学研都市駅の時刻表です。（4月 20 日確認） 
 ＊以下の情報は参考のため掲載しております。各自、公共交通機関の案内をご確認ください。 
 
                 土曜日・日曜日ダイヤ 
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九大学研都市駅からのアクセス（バス約15分） 

 
 

★車で来学される方 

 JR筑肥線九大学研都市駅北口を出て左折し、交差点：学研都市駅西（右側にドミノピザが見え

ます。）を右折し、学園通り線を直進してください。 

 

★JR筑肥線・九大学研都市駅よりバスで来学される方 

 九大学研都市駅北口から大型バスまたは昭和バスをご利用ください。 

 大型バス（九州大学直通）は、5月 31日（土）は 9時台、6月 1日（日）は 8時台にご利用で

きます。ドラッグコスモスの前からご乗車ください。 

 昭和バスは、周船寺経由（１番乗り場）、横浜西経由（２番乗り場）、学園通経由（３番乗り場）

のいずれかにご乗車ください。 

 周船寺経由（１番乗り場）は、九大ビッグオレンジ、横浜西経由（２番乗り場）は、九大イース

トゾーン（九大中央図書館、九大ビッグオレンジでも可）、学園通経由（３番乗り場）は、九大ビ

ッグオレンジで下車してください。 

 学園通経由（３番乗り場）の本数が多いです。タクシー乗り場は、九大学研都市駅北口を出て目

の前にあります。 
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 最寄り駅・九大学研都市駅のバス時刻表です。（4月 20 日確認） 
 ＊以下の情報は参考のため掲載しております。各自、公共交通機関の案内をご確認ください。 
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学会が手配する・九大学研都市駅からのバス時刻表です。 
 

 
 

★ バスで帰途につかれる方 

バスで JR筑肥線・九大学研都市駅に向かう場合、九大ビッグオレンジ、九大中央図書館、九大

イーストゾーン、九大センターゾーンからご乗車ください。九大ビッグオレンジまたは九大セン

ターゾーンから乗車する便が多いです。（懇親会終了後、学会でチャーターしたバス 3台で、九大

学研都市駅まで送迎します。） 
 

九州大学から九大学研都市駅方面行きのバス時刻表です。（4月 20 日確認） 
 ＊以下の情報は参考のため掲載しております。各自、公共交通機関の案内をご確認ください。 
 

土曜日・日曜日ダイヤ 

 
 

 

★ タクシーの電話番号 

 

周船寺タクシー         0120-001044 

西福岡タクシー         092-806-0333 

昭和自動車 タクシー事業部    0120-408-365 
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第28回大会 対面会場 全体配置図 

（九州大学） 
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★バスで来学される方 

・「九大ビッグオレンジ」で下車した場合 

 九州大学前にある交差点を渡り、椎木講堂前を通り過ぎ、中央図書館のエスカレーターで、イ

ースト1号館まで上がってください。 

 

・「九大中央図書館」で下車した場合 

目の前にある中央図書館のエスカレーターで、イースト1号館前まで上がってください。 

 

・「九大イーストゾーン」で下車した場合 

 下車すると、前に、イースト1号館・2号館が見えます。 

 

★ 車で来学される方 

 九州大学前にある交差点を右に曲がり、左手に見える椎木講堂前の「守衛所」で入構料（300

円）をお支払いください。ゲートを通り、道なりに進むと、イースト 1号館・2号館が左手に見

えます。イースト1号館・2号館の前が駐車場です。 

 

★食堂、懇親会会場のご案内★ 

食堂、懇親会会場は、“COOP main dining”です。食堂は、5 月 31日（土）のみ開店の予定で

す。 
  

＊大学周辺にコンビニエンスストアはございますが、会場から、最も近いところで徒歩１０分ほどかかります。 
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会場一覧 

 
5月31日（土） 

受付：9:15～17:00 イースト1号館・2号館 

 

10:00～12:00 

自由研究発表（一般発表）Ⅰ 

Ⅰ－1 部会 高等教育政策     (1号館 A-117教室) 

Ⅰ－2 部会 ガバナンスと組織  (1号館 A-118教室) 

Ⅰ－3 部会 到達目標・学修成果 (1号館 B-101教室) 

Ⅰ－4 部会 大学の理念と経営  （1号館 B-112教室） 

Ⅰ－5 部会 大学院生のキャリア (2号館 E-110教室) 

Ⅰ－6 部会 海外の教育システム (2号館 E-112教室)  

 

12:10～12:55 

国際委員会主催企画 ランチミーティング  

ランチミーティング１  

留学生・外国人研究者との交流 （2号館 D-107教室） 

ランチミーティング２    

海外での調査や滞在に関する情報共有 

（2号館 D-106教室） 

 

13:00～15:00 

 課題研究Ⅰ  

学生と大学 学生参画のアプローチ 

（イーストゾーン大講義室Ⅰ） 

 

15:15～17:15 

 課題研究Ⅱ  

高等教育の政治化とファンディングの国際比較 
（イーストゾーン大講義室Ⅰ） 

 

 

17:30～19:30   

懇親会（COOP Main Dining 地階食堂） 

 

 

 

6月1日（日） 

受付：8:30～17:00  イースト1号館・2号館 

 

9:00～11:00 

            自由研究発表（一般発表）Ⅱ 

Ⅱ－1 部会 大学統合と経営 

(1号館 A-117教室) 

Ⅱ－2 部会 大学教育       (1号館 A-118教室) 

Ⅱ－3 部会 質保証・IR       （1号館 B-101教室) 

Ⅱ－4 部会 高等教育研究者と組織の展望 

     (1号館 B-112教室) 

Ⅱ－5 部会 入試・学生受け入れ  

(2号館 E-110教室) 

Ⅱ－6 部会 教職員          (2号館 E-112教室) 

 

11:10～12:30 

           自由研究発表（一般発表）Ⅲ 

Ⅲ－1 部会 大学運営と機能強化  (1号館 A-117教室) 

Ⅲ－2 部会 大学史            (1号館 A-118教室) 

Ⅲ－3 部会 大学と社会        (1号館 B-101教室) 

Ⅲ－4 部会 地方大学と政策      (1号館 B-112教室) 

Ⅲ－5 部会 留学生            (2号館 E-110教室) 

Ⅲ－6 部会 高校生の海外大学進学 

        (2号館 E-112教室)  

 

 

13:15～14:00  

総会 
（イーストゾーン大講義室Ⅰ） 

 

14:15～16:45 

 公開シンポジウム（対面・オンライン併用） 

大学を開く 

―学問分野間・組織間・社会へ― 

 （イーストゾーン大講義室Ⅰ） 
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学会会場 教室配置図 （教室棟） 
 
 

  
 
備考）キャンパス内は、全面禁煙です。 

   自動販売機は、イースト1 号館B-102 前、2 号館D-105 の前、学生サロン手前（受付横）にあります。 

   会員控室は、イースト1 号館B-102、学生サロン奥（課題研究会場の奥）になります。 
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会場別プログラム 
 

 
 

 
 

※ 対面・オンライン併用のイベント（オンライン参加可能）  
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自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 1 部会 A-117教室 

高等教育政策 

 
司会: 丸山和昭（名古屋大学） 

 

 10:00～10:20 政策的答申の系譜学 

－臨教審・大学審から将来像（2005）、グランドデザイン（2018）、 そして「知の総和」

（2025）まで 

○小山竜司（桜美林大学） 

 

 10:20～11:10 大学設置審査の「課題」と大学設置基準の運用動向 

－私立大学における留意事項の内容分析 

濱名篤（関西国際大学） ○合田隆史（関西国際大学） ○塚原修一（関西国際大学） 

○我妻鉄也（千葉大学） 西田亜希子（関西国際大学） 宮脇大（関西国際大学：非会員） 

 

 11:10～12:00 総括討論 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 2 部会 A-118教室 

ガバナンスと組織 
     

司会: 山田礼子（同志社大学） 

 

 10:00～10:20 国立大学における執行部体制の編成とその規定要因 

○鈴木拓人（筑波技術大学） 

 

 10:20～10:40 日本の国立大学の学長と役員のダイバーシティ 

－日米の大学長調査との比較を通じて 

○井村亜矢（大阪工業大学） 

 

 10:40～11:00 大学におけるパフォーマンス・ガバナンスに関する一考察 

－欧州SQELTプロジェクトを手がかりに 

○杉本和弘（東北大学） 

 

11:00～11:20 同僚制規範が改革を抑制する条件に関する実証的研究 

○中島英博（立命館大学） 

 

11:20～12:00 総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 3 部会  B-101教室 

到達目標・学修成果 
     

司会: 深堀聰子（九州大学） 

 

 10:00～10:20 日本の大学教育におけるアセスメントプランの構造的把握に関する考察  

－質的統合法（KJ法）等を活用して 

○林透（金沢大学） 

 

 10:20～10:40 法学部のディプロマポリシーと分野別参照基準に示された能力との共通度 

－『組織アイデンティティ』を検討するための一考察 

○坂巻文彩（長崎外国語大学） 

 

 10:40～11:30 短期大学における学修成果目標の比較分析 

－JCCKスタンダード構築に向けて 

○平田孝治（西九州大学短期大学部） ○藪敏晴（佐賀女子短期大学）  

○小浦康平（長崎短期大学） 安部恵美子（長崎短期大学）  

○中濵雄一郎（香蘭女子短期大学） 吉本圭一（滋慶医療科学大学） 

 

 11:30～12:00 総括討論 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 4 部会 B-112教室 

大学の理念と経営 
     

司会: 沖清豪（早稲田大学） 

 

 10:00～10:20 国立大学法人形成過程における大学の自治を巡る議論とその変容 

○髙見英樹（東京大学） 

 

10:20～10:40 企業的大学経営における学問の自由保障の一形態 

－アメリカ・カナダにおける労働契約 

○羽田貴史（東北大学） 

 

10:40～11:00 米国研究大学の財源から学問の社会的基盤を考える 

○阿曽沼明裕（東京大学） 

 

11:00～11:20 私立高等教育に関する国際比較研究の到達点と日本の位置づけ 

○米澤彰純（東北大学） Levy Daniel（SUNY Albany：非会員）  

Chau Quang（Vietnam National University Hanoi：非会員） 

 

11:20～12:00 総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 5 部会 E-110教室 

大学院生のキャリア 
     

司会: 吉田文（早稲田大学） 
 

10:00～10:20 人文社会系修士課程修了者を新卒採用する企業 
－「就職四季報」の経年比較 
○二宮祐（群馬大学） 
 

10:20～10:40 日本における博士人材のキャリアと課題 
－博士人材追跡調査（JD-Pro）から見る博士人材のキャリアトレンド 
○川村真理（文部科学省） 
 

10:40～11:00 ポストドクターのキャリア形成に当たる意識変容に関する研究 
－非研究職ポストを事例として 
○三好登（立命館アジア太平洋大学） 
 

11:00～11:40 海外博士号取得者のその後 
－教育・キャリア流動が研究生産性に与える影響 
○松塚ゆかり（一橋大学） ○孟碩洋（一橋大学）  

 
11:40～12:00 総括討論 
 

自由研究発表（一般発表）Ⅰ 5月31日（土） 10:00～12:00 

I - 6 部会 E-112教室 
海外の教育システム 

     
司会: 杉谷祐美子 (青山学院大学) 

 
10:00～10:20     OBEを展開するカンボジア私立大学のレゾンデートル 

○戸田千速（前東京大学大学院） 釜我昌武（KITカンボジア：非会員） 
 
10:20～10:40   アメリカ合衆国における大学教育と生成ＡＩ 

○高野篤子（大正大学） 
 
10:40～11:00   米国の高等教育における教育機会プログラム 

カリフォルニア州３大学の事例から 
○萩原絵理香（東京大学） 

 
11:00～11:40   北米の大学の学生寮におけるRAの実態と養成に関する考察 

－実践事例の調査から 
○蝶慎一（香川大学） ○安部有紀子（名古屋大学） 

 
11:40～12:00   総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 1 部会 A-117教室 

大学統合と経営 

 

司会: 立石慎治（筑波大学） 

 

 09:00～09:20  大学地域配置に対する地域住民の現状認識と将来意向の地域間比較：東京都と石川県を対象に

して 

－計画的な縮退は可能か 

○寺田悠希（高知大学） 
 
 09:20～09:40 特定地域への意味付けの違いによる大学・短大の立地行動 

－千葉県の3大学を事例として 

○白水晶子（東京大学大学院） 
 

 09:40～10:00 日本における大学統合がもたらす学生／卒業生アイデンティティの揺らぎ 

○古畑翼（信州大学） 
 
 10:00～10:20 小規模私立大学の経営 （発表辞退） 

－なぜ小規模私立大学は経営困難に陥るか？ 

○磯田文雄（花園大学） 
 

10:00～11:00 総括討論 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 2 部会 A-118教室 

大学教育 
 

司会: 中井俊樹（愛媛大学） 
 
 09:00～09:20 課題解決型授業における社会調査リテラシーの育成に関する問題点 

－授業の成果報告書の分析から教員の教育責任を問う 

○小山治（京都産業大学） 
 

 09:20～09:40 大学教育としての地域志向教育 

－学士課程における全学横断的地域志向教育プログラムの位置付けに注目して 

○出口英樹（鹿児島大学） 
 

 09:40～10:30 ポストコロナ期の大学教育と大学生のグローバル・コンピテンス 

－2024年日米韓台豪5カ国調査からみた日本の回答特性 

  ○山田礼子（同志社大学） 〇杉谷祐美子（青山学院大学） ○白川優治（千葉大学） 

   木村拓也（九州大学／大学入試センター） 堺完（桜美林大学）  塚原修一（関西国際大学） 

森利枝（大学改革支援・学位授与機構） 渡辺達雄（金沢大学）  

   スティーブンソン ウィリアム（同志社大学：非会員） 孫世偉（青山学院大学：非会員） 

山田亜紀（玉川大学：非会員） 

 

10:30～11:00 総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 3 部会 B-101教室 
 

質保証・IR (Institutional Research) 
 

司会: 鳥居朋子（早稲田大学） 
 

09:00～09:20 大学教育の内部質保証システムの再検討 
－社会的成果を把握する必要性と改革の阻害要因の考察 
○齊藤貴浩（大阪大学） 

 
09:20～09:40 大学評価と教育の内部質保証のボトルネック解消のための人材育成について 

○嶌田敏行（大学改革支援・学位授与機構） 大野賢一（鳥取大学）  
鈴木拓人（筑波技術大学） 稲垣大輔（大学改革支援・学位授与機構） 
山本幸一（明治大学：非会員） 

 
09:40～10:00   専門職大学院の質保証における「研究」の位置 

－認証評価機関の評価基準の比較に基づく一考察 
○丸山和昭（名古屋大学） 

 
10:00～10:40 教学IRへの統計的因果推論の適用の意義と限界 

－評価論の観点から 
○西村君平（東北大学） ○呉書雅（岩手県立大学） 原田健太郎（東邦大学） 

 
10:40～11:00 総括討論 
 
自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 4 部会 B-112教室 
高等教育研究者と組織の展望 

 

                    司会: 小方直幸（香川大学） 

 
 09:00～09:50 高等教育研究者のアカデミックキャリアパスと研究環境 

－JAHER会員調査2024より 
○吉本圭一（滋慶医療科学大学） ○濱中義隆（国立教育政策研究所） 
○稲永由紀（筑波大学） 

 
 09:50～10:40 大学教育研究開発系センターにおける組織と構成員の自律性 

－インタビュー調査を中心に 
○福留東土（東京大学） 吉本圭一（滋慶医療科学大学） 稲永由紀（筑波大学） 
○高本尽（東京大学） ○吉田翔太郎（山梨大学） ○水谷耕平（青山学院大学） 

 ○横原知行（東京大学） 鈴木拓人（筑波技術大学） 孟碩洋（一橋大学） 
 
 10:40～11:00 総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 5 部会 E-110教室 

入試・学生受け入れ 
 

司会: 南部広孝（京都大学） 
 

09:00～09:20 なぜ「年内入試」が増えたのか 
－学生募集に関する全国調査の分析 
○西健太郎（東京大学大学院） 
 

09:20～09:40 デジタル広告時代における学生募集広報のビジネスモデル 
○加藤毅（筑波大学） 
 

09:40～10:00 学部・学科の改組転換２年目における入学定員充足率の要因分析 
－量的・質的アプローチ 
○安田傑（大阪大谷大学） 
 

10:00～10:20 中国における大学入試新制度の推進と課題 
○王傑（慶應義塾大学） 
  

10:20～11:00 総括討論 
 

自由研究発表（一般発表）Ⅱ 6月1日（日） 9:00～11:00 

II - 6 部会 E-112教室 

教職員 
 

司会: 河野銀子（九州大学） 

 

09:00～09:20 大学における中途採用職員の組織再社会化プロセス 

○宇佐美優里（東京大学／芝浦工業大学） 
 

09:20～09:40 NSFと米国大学の協働が生み出す女性研究者支援の実践知 

－ADVANCEプログラムの制度運用に着目して 

○木原友紀（東京大学） 
 

09:40～10:00 大学女性教員の出産意思決定における態度と行動 

－計画行動理論に基づく考察 

    ○潘秋静（山梨学院大学） 唐彬（北京航空航天大学：非会員） 操智（関西学院大学：非   

会員） 史媛媛（中国江蘇大学：非会員） 三好登（立命館アジア太平洋大学） 
 

10:00～10:20 教育専任教員制度導入による意図せぬ結果 

－オーストラリア高等教育教職員組合に着目して 

○佐藤万知（京都大学） 
 

10:20～10:40 アメリカ高等教育における位相 

－大学教員と大学職員の視座の違い 

○小島佐恵子（玉川大学） 
 

10:40～11:00  総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 1 部会 A-117教室 

大学運営と機能強化 
 

                     司会: 小湊卓夫（九州大学） 

 

11:10～11:30 大学における生成AIガイドラインの国際比較 

－生成AI政策のためのフレームワーク構築に向けた検討 

○李明（大阪大学） 孟碩洋（一橋大学） 陳麗蘭（大阪大学） 村上正行（大阪大学） 

 

11:30～11:50   大学にとってのオープンサイエンスの争点は何処に？ 

－進むデジタル研究インフラの整備 

○船守美穂（国立情報学研究所） 

 

11:50～12:10   大学の機能強化に貢献する図書館職員の役割に関する一考察 

         －アメリカの大学図書館管理職へのインタビュー調査をもとに― 

○ティムソン ジョウナス（早稲田大学） 

 

12:10～12:30 総括討論 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 2 部会 A-118教室 

大学史 
  

    司会: 戸村理（東北大学） 

 

11:10～11:30 創立期の女子高等教育機関における男性教員の貢献 

－女子英学塾の桜井彦一郎による出版事業に注目して 

○片山里沙子（津田塾大学） 

 

11:30～11:50 占領期の南原繁における「学問の自由」擁護の思想と戦略 

○平塚力（京都文教大学） 

 

11:30～11:50 学術雑誌・紀要にみる東京帝大文科系学部の「研究室」 

－明治20年代から昭和初期までを対象として 

○今野翔太（東京大学） 

 

12:10～12:30 総括討論 

 

 

 

 

 



 

 27 

自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 3 部会 B-101教室 

大学と社会 
 

司会: 福井文威（鎌倉女子大学） 

 

11:10～11:30 講座構成からみた日本の大学公開講座の特徴と変遷 

○菅原慶子（東京大学） 

 

11:30～11:50 高等教育の拡大とスキルの普及の異質性 

○鎌田健太郎（東京大学） 

 

11:50～12:10 大学卒業者の成人教育参加 

－国際成人力調査（PIAAC）データによる国際比較 

○相原総一郎（芝浦工業大学） 

 

12:10～12:30 総括討論 

 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 4 部会 B-112教室 

地方大学と政策 
  

  司会： 稲永由紀(筑波大学) 

 

11:10～11:30 地方国立大学の経営課題 

－2024年度ヒアリング調査の結果と考察 

○水田健輔（大学改革支援・学位授与機構） 

 

11:30～11:50 韓国における地方大学支援政策による大学統合・再編のプロセスに関する考察 

                 －国立C大学－国立K大学の事例を中心に 

○鄭漢模（北海道大学） 

 

11:50～12:10 中国の「双一流」事業採択校による地域活性化への貢献 

○胡云潼（東京大学） 崔悦童（城西国際大学：非会員） 

 

12:10～12:30 総括討論 
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自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 5 部会 E-110教室 

留学生 

 
                司会: 米澤彰純（東北大学） 

 

11:10～11:30  学士課程段階における東南アジア出身留学生の日本留学決定プロセス  

－ベトナムとマレーシアに着⽬して 

○白石彩（東京大学） 

 

11:30～11:50  韓国の留学生受入と質保証制度の変遷 

－教育国際化力量認証制に注目して 

○塚田亜弥子（香川大学） 

 

11:50～12:10  欧米圏大学からのオファーを受けた中国人留学生の日本留学動機と意思決定 

○陳麗蘭（大阪大学） 孟碩洋（一橋大学） 沈文欽（北京大学：非会員） 

 

12:10～12:30  総括討論 

 

 

自由研究発表（一般発表）Ⅲ 6月1日（日） 11:10～12:30 

III - 6 部会 E-112教室 

高校生の海外大学進学 
  

           司会: 田中正弘（筑波大学） 

 

11:10～11:30 量的データからみた高校生の海外大学進学 

－地域による違いを中心に 

○朴澤泰男（国立教育政策研究所） 加藤真紀（名古屋大学） 太田知彩（筑波大学） 

 

11:30～11:50 海外大学進学への進路指導（1） 

         －実績校を事例に 

○加藤真紀（名古屋大学） 太田知彩（筑波大学） 朴澤泰男（国立教育政策研究所） 

 

11:50～12:10 海外大学進学への進路指導（2） 

－超進学校を事例に 

○太田知彩（筑波大学） 加藤真紀（名古屋大学） 朴澤泰男（国立教育政策研究所） 

 

12:10～12:30 総括討論 
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課題研究 5月31日（土）13：00～15:00 

課題研究Ⅰ  イーストゾーン 大講義室Ⅰ  

 

学生と大学 

学生参画のアプローチ 
     Students and Universities 

     Student Engagement Approach 

 
 「学生と大学」を主題とする課題研究Ⅰ（2年間）の一年目は、第一のステークホルダーとも言える学生と大学

の関係を、戦略策定（ガバナンス）への参画（マクロ）といった学生参画のレベルに照準を定めて検討した。2024

年度大会のシンポジウムでは、歴史・国際的な広がりを意識しながら、3名のスピーカーに、1960年代末の東大紛

争における大学と学生との間のコミュニケーション、近年の香港で起きた大学紛争における大学執行部と学生の関

係、トランスジェンダー学生の受験資格承認に至る過程等を事例として論じていただいた。ディスカッサントによ

るコメントや総合ディスカッションでは、学生参画における学生の代表性や、チェンジエージェント（変革の担い

手）としての学生の存在をめぐる論点等が抽出された。 

これらの到達点や論点を引き受ける形で、二年目は主としてメゾレベルに照準をあて、学生参画の実現が論点と

なる具体的な場として、日本の大学における質保証・質向上のプロセスに注目する。2025 年度大会の課題研究Ⅰ

では、外部質保証からみた学生参画のあり方、内部質保証の文脈における学生参画の取り組み、チェンジエージェ

ントへと成長する学生への支援のあり方について議論することとしたい。もとより、質保証は、相互に補完し合う

関係にある外部質保証と内部質保証とで構成される。 

第一報告者の工藤潤会員（中央大学）には、2025年5月開催（於東京）の高等教育質保証機関国際ネットワーク

（The International Network for Quality Assurance Agencies in Higher Education : INQAAHE) カンファレ

ンス 2025での国際的な議論をふまえながら、外部質保証の観点から日本の大学における学生参画をめぐる課題等

について報告いただく。大学基準協会常務理事／事務局長の経験を有する工藤会員には、同協会が2023 年度に受

審した INQAAHE外部評価で指摘された課題や、所属大学の状況等をふまえながら、2025年度からの第 4期機関別

認証評価における学生参画の位置付け等についても論じていただく。 

第二報告者の川上忠重会員（法政大学）は、所属大学の大学評価室長として学習成果を基軸に据えた内部質保証

システムの構築と実質化を推進する立場にある。そもそも学生 FDやピア・サポートをはじめ学生参画の領域は多

様であり、それらの領域は大学の学生参画への取り組み姿勢に大きく依存し得る。そのため、機関レベルでの学生

参画の実現においては、自大学の特色をよく見極めたアプローチの選択が肝要となる。川上会員からは、個別大学

の特色に応じた学生参画のアプローチや学生の代表性に関わる実態と議論について、所属大学の事例や全国の大学

を対象にした調査等から得られた知見を報告いただく。 

第三報告者の清水栄子会員（愛媛大学）は、日本アカデミック・アドバイジング協会の会長を務め、学生を成功

に導くための支援体制や仕組みの追究を主導している。とくに、青年期の発達課題に向き合う若年層の学生が多数

を占める日本の大学では、学生が自己決定的に参画し、教職員との協働経験を積み、質保証に積極的に貢献するチ

ェンジエージェントとして力を発揮していくための適度な後押しという視点が不可欠である。この点で、大学が提

供するアカデミック・アドバイジングが果たす役割は重要である。清水会員からは、アカデミック・アドバイジン

グに関する研究および実践の蓄積をふまえ、学生個人や他の学生の学修活動への参画（ミクロ）にも目を配りなが

ら、チェンジエージェントとしての学生への支援のあり方や課題等について論じていただく。報告を通じて、高等

教育研究としての到達点と新たな地平の展望をどこに求めるのか、また、日本の大学における学生参画の当事者支

援のあり方について示唆を得ることとしたい。 

さらに、ディスカッサントとして、杉谷祐美子理事（青山学院大学）には、国内外の高等教育研究、また、文部
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科学省中央教育審議会大学分科会質保証システム部会等での議論や高等教育政策の動向等、また近年の学生調査や

学生論をふまえながら、大学における学生参画のアプローチの可能性や課題等について包括的な視点から論じてい

ただく。とくに、近年の学生の大学観や学生間の関係性、消費者としての学生からチェンジエージェントとしての

学生への変容、「学修者本位」から学修者が「主体」となるための教学マネジメントの課題、教職学による質保証・

質向上に向けた合意形成や協働性の構築の課題等に触れていただく。以上の報告をふまえながら、フロアとともに

議論を深めていく。 

 

＊課題研究Ⅰの企画には、担当理事（米澤 彰純、鳥居 朋子）の他、川上忠重、清水栄子、杉谷祐美子、武寛子、

田中正弘が参加している。 

 

 

司会：米澤 彰純（東北大学）、武 寛子（愛知東邦大学） 

 

・イントロダクション：シンポジウムの趣旨（15分） 鳥居 朋子（早稲田大学） 

 

・認証評価における学生参画の位置付けと今後の展開（20分） 工藤 潤（中央大学） 

 

・個別大学の特色に応じた学生参画のアプローチ（20分） 川上 忠重 （法政大学） 

 

・チェンジエージェントとしての学生への組織的支援（20分） 清水 栄子（愛媛大学） 

 

・ディスカッサント：学生参画に向けたアプローチの可能性（10分） 杉谷祐美子（青山学院大学） 

 

ディスカッション（35分） 
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課題研究 5月31日（土）15:15～17:15 

課題研究Ⅱ   イーストゾーン 大講義室Ⅰ 

 

高等教育の政治化とファンディングの国際比較 
 

課題研究Ⅱでは、北米の動向を扱いながら、高等教育の政治化、それによるファンディングへの影響を議論しま

す。世界的に政治状況が大きく変動する中、物価高騰、経済安全保障などの様々な動きが世界共通に起きており、

大学の在り方そのものが政治的議論の対象にされつつあります。本課題研究では、2023年度に研究費ファンディン

グを扱いましたが、研究費ファンディングの動向は、そのことを単独で議論するのではなく、高等教育の政治化の

文脈の中で捉えないと、現在起きていることは適切に把握することができないという理解に至りました。 

そこで今回の課題研究では、特に大きな政治的変動が生じている北米に着目し、フランス語圏という特性をもつ

カナダ・ケベック州におけるナショナリズムを背景とした英語系大学に対する政治的動向、2025年1月の第2次トラ

ンプ政権の成立によって生じた大きな政治的変動がアメリカの大学・科学技術政策にもたらしている影響を取り上

げます。指定討論には、科学技術社会論の立場からこのような動向をどのようにみるか、早稲田大学の綾部広則氏

をお招きします。 

 なお、本課題研究では、2024年10月以降、オンラインでの公開セミナーを3回実施しました。そこでの議論を下

敷きにしつつ、当日の議論を行います。 

 

趣旨説明 

 両角亜希子（東京大学） 

 

報告 

1.「カナダ・ケベック州における授業料をめぐる騒動」高木航平（関東学院大学） 

2.「アメリカにおける大学に対する反DEIの背景」吉田翔太郎（山梨大学） 

3.「トランプ政権成立後のアメリカの科学技術政策をめぐる動向」遠藤悟（元日本学術振興会） 

 

指定討論 

 綾部広則（早稲田大学・非会員） 

 

司会 

 白川優治（千葉大学）・齋藤芳子（名古屋大学） 
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大会校企画 

公開シンポジウム 
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公開シンポジウム 6月1日（日）14:15～16:45 

教室  イーストゾーン 大講義室Ⅰ 対面・オンライン併用   

 

日本高等教育学会 第28回大会 大会校企画 

大学を開く 
‐学問分野間・組織間・社会へ‐ 

＜趣旨＞ 

少子化が進展する中、大学を従前の方法で運営することが不可能になってきていることに、大学関係者の誰も

が気づいている。「デジタル」「グリーン」等の理系分野の学部設置や文理融合教育の推進を目指す学部再編（文

系学部の理系学部化）が政府主導で進められており、私立大学の公立大学化や学生募集停止などの組織再編・退

場が現実のものとなっている。こうした厳しい環境下において、大学は、人材育成を担う中核組織として、いか

なる中・長期的ビジョンのもとに教育の在り方を展望することができるのか。 

日本の大学は、それぞれに「閉じた」組織として運営されてきた。すなわち、入学者選抜では優秀な学生を獲

得するために競い合い、入学後は学生を教育組織に抱え込み、大学組織内の学生の移動（他学部の授業科目の履

修）も大学組織間の学生の移動（編入・単位互換）も積極的に推進してきたわけではない。大学組織内では、学

問分野を基盤に編成された独立性の高い部局（学部・専攻等）間の横連携は限定的であり、分野横断的な教育・

研究・社会貢献の重要性が強調されていても、そのために育成すべきコンピテンシーや方法論についての研究・

実践は始まったばかりである。大学組織間でも、競争的環境下にある大学同士で教育リソースを共有する横連携

の発想は限定的であり、それぞれの強みを活かしながら人材育成機能を総合的に高めていくことを目指す先駆

的・萌芽的取組が軌道に乗ったばかりである。大学と職業社会の縦連携も依然として限定的であり、大学で身に

付ける学修成果と職場で必要とされるコンピテンシーを積極的にすり合わせることで、連続的な人材育成や学び

直しを実質化するための制度的枠組が確立されている学問分野は多くない。 

このシンポジウムでは、工学分野における分野横断的な横連携、四国地域における大学組織の横連携、看護学

分野における教育と職場の縦連携を牽引してこられたリーダーを登壇者として、文部科学省高等教育局長をコメ

ンテーターとしてお招きし、学問分野・大学組織・大学と職業社会の連携を通して大学を「開く」という切り口

から、人材育成を担う中核組織としての大学の機能を強化していく方策について議論することで、日本の大学の

未来を構想する手がかりを得たい。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

司会：河野 銀子（九州大学男女共同参画推進室 教授） 
 
講演： 

● 学問分野を開く：  

北村 隆行 氏 （滋賀県立大学 高専開設担当理事／京都大学 元理事・副学長／ 

日本学術会議機械工学委員会機械工学分野の参照委準検討分科会 元委員長）  

●  組織間で開く：   

    佐古 秀一 氏 （鳴門教育大学長／四国地域大学ネットワーク機構 代表理事）  

● 社会へ開く：  

内布 敦子 氏 （敦賀市立看護大学理事長・学長／ 

日本学術会議健康・生活科学委員会看護学分科会 元幹事）  

● コメンテーター：伊藤 学司 氏（文部科学省 高等教育局長）  

 

総合討論:  

● モデレータ：深堀 聰子（九州大学未来人材育成機構 教授） 
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国際委員会主催企画 

ランチミーティング 
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国際委員会主催企画 5 月 31日（土）12:10～12:55 

ランチミーティング1 イースト２号館D-107 教室 

 

留学生・外国人研究者との交流 
 

＜趣旨＞ 

留学生・外国人研究者が日本の大学で研究を進めていく上での悩みを話し合いながら、参加者同

士で交流します。関心のある日本人の学生や研究者の積極的なご参加をお待ちします。 

 

---------------------------------------------------------------- 

情報提供：王帥  

挨  拶：中井俊樹 

進  行：鄭漢模 

 

 

ランチミーティング2 イースト２号館D-106 教室 

 

海外での調査や滞在に関する情報共有 
 

＜趣旨＞ 

研究目的で海外での調査や滞在を考えている方を対象として、現地での活動を一層充実させるた

めに知っておくと良い情報、疑問や悩みを話し合いながら、参加者同士で交流します。 

 

---------------------------------------------------------------- 

情報提供：長沢誠 

挨  拶：福留東土 

進  行：坂本規孝 

 

 

ランチミーティング1、2 共通事項 

l 事前申込は、2025 年 5 月 28 日（水）17 時まで以下のフォームで受け付ける。 

（https://forms.gle/kmxEP4iP17vLpLJp9） 

l 参加費は無料。 

l 途中参加可、途中退場可、ランチミーティング間の移動可。 

l 当日の飛び入り参加も歓迎します。 

l 各自で昼食をお持ちの上ご参加ください。対面のみの開催です。 

l 問い合わせ先：坂本規孝（国際委員、n-saka@hiroshima-cu.ac.jp） 
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5

坂本 規孝（国際委員会 委員）
n-saka@hiroshima-cu.ac.jp

海外での調査や
滞在に関する情報共有

留学生・外国人
研究者との交流

31

●お問い合わせ●主催
日本高等教育学会
国際委員会

海外渡航が再開する中、今後研
究目的で海外での調査や滞在を
考えている方を対象に、情報共
有・交流を目的とする企画です。

留学生・外国人研究者が日本の大
学で研究を進めていく上での悩み
を話し合いながら、参加者同士の
交流を目的とする企画です。

12 : 10～12 : 55
SAT

時間

場所 イースト2号館D-106＆107
日本人、外国人の会員が昼食をとりながら、自由に情報交換・交流で
きる企画です。国際交流や海外での調査活動などに興味のある会員は
是非ご参加ください。

イースト2号館
D-107教室

イースト2号館
D-106教室

（入退室自由）

ランチミーティング
日本高等教育学会第28回大会
国際委員会主催

Lunch Meeting

※申込方法：事前申込（人数把握のためおすすめします。）、当日参加もOK！
https://forms.gle/kmxEP4iP17vLpLJp9、または、右下のQRコードをご参照ください。

/
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〒194-8610　東京都町田市玉川学園6-1-1　玉川大学出版部　Tel 042-739-8935　Fax 042-739-8940
www.tamagawa-up.jp（価格税込）

大
学
S 

D
講
座

大
学
教
育
の
国
際
化

 

中
井
俊
樹
・
宮
林
常
崇 
編

大
学
職
員
の
視
点
か
ら
海
外
留
学
や
外
国
人
留
学
生
の
受
け

入
れ
な
ど
国
際
化
に
伴
う
幅
広
い
知
識
を
ま
と
め
た
一
冊
︒

必
要
な
知
識
を
大
学
職
員
が
網
羅
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
︑
業
務
に
役
立
つ
内
容
を
そ
の
背
後
に
あ
る
理
論
や
法
令

と
関
連
付
け
て
紹
介
す
る
︒

A 

5
判
並
製
・
2 

2 

0
頁
　

2 

6 

4 

0
円

学
修
成
果
の
可
視
化
と
内
部
質
保
証

日
本
型
IR
の
課
題

 

山
田
礼
子
・
木
村
拓
也 

編
著

本
書
で
は
︑
2 

0 

1 

0
年
か
ら
10
年
間
の
実
践
を
基
に
︑

I 

R
︑
学
生
調
査
︑
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
統

合
的
に
利
用
し
な
が
ら
高
等
教
育
の
内
部
質
保
証
に
向
け
た

課
題
を
整
理
し
︑そ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
例
示
す
る
︒

日
本
の
高
等
教
育
研
究
者
に
向
け
て
︑
今
後
の
学
習
成
果
の

可
視
化
と
内
部
質
保
証
の
手
が
か
り
を
提
案
す
る
︒

A 

5
判
並
製
・
2 

3 

2
頁
　

3 

7 

4 

0
円

シ
リ
ー
ズ
大
学
教
育
の
質
保
証

学
習
成
果
の
評
価

　
竹
中
喜一 

編
著

学
習
成
果
の
評
価
と
そ
の
評
価
結
果
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

実
践
的
な
知
識
を
体
系
立
て
て
提
示
す
る
こ
と
で
︑
大
学
教

育
の
質
保
証
に
関
わ
る
教
職
員
を
支
援
す
る
︒特
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
お
け
る
学
習
成
果
に
着
目
し
︑
設
計
か
ら
改
善
ま
で

の
流
れ
を
記
述
︒
多
様
な
実
践
方
法
の
選
択
肢
を
提
示
し
︑

読
者
が
現
場
で
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
ヒ
ン
ト
も
盛
り
込
む
︒

A 

5
判
並
製
・
2 

0 

4
頁
　

2 

2 

0 

0
円

大
学
の
IR
と
学
習
・
教
育
改
革
の
諸
相

変
わ
り
ゆ
く
大
学
の
経
験
か
ら
学
ぶ

 

鳥
居
朋
子 

著

大
学
に
お
け
る
学
習
・
教
育
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

I 
R
の
在
り
方
を
︑
国
内
外
の
特
色
あ
る
事
例
を
基
に
追
究
︒

個
別
大
学
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
し
︑
組
織
が
デ
ー

タ
に
向
き
合
う
際
の
目
的
や
問
い
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
︑
そ
の
方
法
か
ら
今
後
の
I 

R
の
姿
を
探
る
︒

コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
て
い
る
︒

A 

5
判
・
1 

8 

8
頁
　

4 

1 

8 

0
円

日
本
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育

人
文・社
会
科
学
領
域
等
の
学
士
課
程
教
育
に
お
け
る
学
習
共
同
体
の
姿

西
野
毅
朗 

著

古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
な
が
ら
も
︑
あ
ま
り
実
態
が
把
握
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
の
特
徴
を
多
様

な
角
度
か
ら
分
析
︒
歴
史
的
経
緯
︑
現
状
と
課
題
︑
さ
ら
に

学
生
の
学
び
の
様
子
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
等
︑
歴
史
的
・

量
的
・
質
的
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
︒

A 

5
判
・
3 

2 

4
頁
　

4 

4 

0 

0
円

大
学
教
員
の
能
力
開
発
研
究

フ
ァ
カ
ル
ティ
・
ディベロップ
メン
ト
の
構
造
と
評
価

 

佐
藤
浩
章 

著

コ
ロ
ナ
禍
は
図
ら
ず
も
史
上
最
大
規
模
の
F 

D
︵Faculty 

D
evelopm

ent

︶
を
国
内
各
地
や
全
世
界
に
も
た
ら
し
︑
大

学
教
員
と
F 

D
の
変
容
を
加
速
さ
せ
た
︒
国
内
外
の
大
学
教

員
の
能
力
開
発
の
構
造
と
評
価
を
そ
の
発
展
と
実
態
に
よ
り

明
ら
か
に
し
︑
研
究
と
実
践
の
双
方
か
ら
こ
れ
か
ら
の
時
代

と
社
会
に
相
応
し
い
F 

D
概
念
を
提
言
す
る
︒

A 

5
判
・
2 

3 

2
頁
　

4 

9 

5 

0
円

今
に
生
き
る
学
生
時
代
の
学
び
と
は

卒
業
生
調
査
に
み
る
大
学
教
育
効
果

 

矢
野
眞
和 

著

﹁
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
社
会
で
役
立
た
な
い
﹂
よ
く
聞
か
れ

る
こ
う
し
た
発
言
は
果
た
し
て
的
を
射
て
い
る
の
か
︒
膨
大

な
卒
業
生
調
査
の
デ
ー
タ
を
︑
社
会
工
学
や
統
計
分
析
の
知

見
を
活
か
し
て
実
証
的
に
分
析
︒
そ
の
結
果
浮
か
び
上
が
っ

た
︑
卒
業
後
に
生
き
る
大
学
の
教
育
効
果
の
真
の
姿
と
は
︒

A 

5
判
・
3 

3 

6
頁
　

3 

5 

2 

0
円

ユニバー
サ
ル
化
時
代
の
大
学
は

ど
う
あ
る
べ
き
か

ボ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
大
学
の
社
会
学

 

葛
城
浩一 

著

学
生
数
の
減
少
に
よ
り
︑﹁
ボ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
大
学
﹂
が
増
加

し
て
い
る
︒
事
実
上
の
全
入
状
態
に
あ
る
大
学
で
の
学
習
・

教
育
・
研
究
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
︒
日
本
の
高
等
教
育

が
抱
え
る
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
ボ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
大
学
の

実
態
を
通
し
て
︑
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
︒

A 

5
判
・
2 
3 
6
頁
　

3 

3 

0 

0
円

カ
リ
フ
ォルニア
州
高
等
教
育
マス
タ
ー
プ
ラ
ン

ア
メ
リ
カ
大
学
モ
デ
ルの
創
出 1850–1960

J
・
A
・
ダ
グ
ラ
ス 

著
　
荒
井
克
弘
・
田
中
義
郎 

監
訳

1 

9 

6 

0
年
に
策
定
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
等
教

育
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
︒
3
セ
グ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
を
基
本
と
す
る
そ
の
内
容
と
︑
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ

激
し
い
政
治
的
交
渉
を
経
て
実
現
に
至
っ
た
歴
史
的
歩
み
が

示
さ
れ
る
︒
格
差
が
拡
大
す
る
今
︑
公
的
な
教
育
機
会
の
平

等
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
振
り
返
る
意
義
は
大
き
い
︒

A 

5
判
・
5 

0 

4
頁
　

8 

2 

5 

0
円
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（2023年度実績：約300校 23万名受験）

ＰＲＯＧ資料ダウンロード https://www.riasec.co.jp/prog/ 株式会社 リアセック



 

 40 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 28回大会 協賛企業 一覧  
 

株式会社 東信堂 

玉川大学出版部 

株式会社リアセック 

(財)九州大学出版会 

 

	  



 

 

 

 

 

 

 

 

日本高等教育学会 第28回大会実行委員会 
 

 

委員長    木村拓也 （九州大学） 

副委員長   深堀聰子 （九州大学） 

副委員長   河野銀子 （九州大学） 

事務局長   小湊卓夫 （九州大学） 

事務局次長 中世古貴彦（九州産業大学） 

事務局員  大津正知 （茨城大学） 

      金子研太 （九州工業大学） 

      陣田内美 （九州大学） 

 江藤智佐子（久留米大学） 

      岡靖子  （琉球大学） 

      酒井佳世 （久留米大学） 

      坂巻文彩 （長崎外国語大学） 

      陣内未来 （京都工芸繊維大学） 

                        

              

 

（2025年4月20日現在） 

 協力 九州大学大学院人間環境学研究院・教育学部 

               同 基幹教育院 次世代大学教育開発センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本高等教育学会第 28回大会プログラム 

 

作成：日本高等教育学会第 28回大会実行委員会



 

  

 


